
●答案の書き方に徹底的
にこだわったカリキュラム

●予備上位合格者の実戦
答案を提供

●受講しやすい複数の学習
プラン

●成功の秘訣を乗せた音
声添削（一括特典）

今からでも、まだ間に合う！
第１クール 10 月スタートは、
週１回で第２クール（２月スタート）へスムーズに参加できる！

好評につき10月スタート新設！

辰已法律研究所  予備試験講座のご案内 Ti24092801
制作 著作 /東京本校O

予備試験
2025年短答＆論文対策

カタログ CD 　YB240731-01M　有効期限 2025 年 3 月 31 日

法 律 家 へ の あ と 一 歩 を法 律 家 へ の あ と 一 歩 を
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　あなたの　あなたの合格スイ合格スイッッチ、チ、

きっときっと見つかる見つかる！！

合格へ向けて
大幅リニューアル。
● ファースト論文答練
● 予備試験 スタンダード論文答練

通常クラス / 松永クラス
● 令和の論文過去問完璧講座 2025
● 短答月イチ模試
● 新・短答完璧講座 2025

その他講座の詳細はこちらの
パンフレットをご覧ください。

スタンダード
論文答練

2025年対策 予備試験

成功の秘訣を乗せた音声
添削（一括特典）

辰已法律研究所
https://service.tatsumi.co.jp/

予備試験スタンダード論文答練

スタ論が選ばれる理由は？？

受講料（税込）

●予備試験スタンダード論文答練1C+2C ●予備試験スタンダード論文答練1C ●予備試験スタンダード論文答練2C
講座コード 辰已価格 代理店価格 講座コード 辰已価格 代理店価格 講座コード 辰已価格 代理店価格

東京通学 B5002H ¥206,500 ××× 東京通学 B5003H ¥115,000 ××× 東京通学 B5004H ¥102,400 ×××
大阪通学 B5002K ¥206,500 ××× 大阪通学 B5003K ¥115,000 ××× 大阪通学 B5004K ¥102,400 ×××
通信Web B5002E ¥206,500 ¥196,175 通信Web B5003E ¥115,000 ¥109,250 通信Web B5004E ¥102,400 ¥97,280

●WEBで簡単申込　⇒
●予備試験 スタンダード論文答練を含む　⇒
コースもご用意しています！
詳細は専用パンフレットまたはHPをご覧ください！

■ 10 月スタート　新設！

■ 2025.2 月スタート（Aプラン）

第１クール [ 科目別進行 ] 

第２クール [ 法系別進行 ] 

スケジュール

答案作成

答案作成

解説講義

解説講義

添削指導

添削指導

# 科目 担当講師 問題数 通信Web

発送日 答案提出締切 答案返却日
1 憲法1 松永　健一 2問 10/17(木) 10/28(月) 11/7(木)
2 憲法2 伊藤　建 2問 11/4(月) 11/14(木)
3 行政法1 黒根　祥行 2問 10/31(木) 11/11(月) 11/21(木)
4 行政法2 宍戸　博幸 2問 11/18(月) 11/28(木)
5 民法1 福田　俊彦 2問 11/14(木) 11/25(月) 12/5(木)
6 民法2 新　和章 2問 12/2(月) 12/12(木)
7 商法1 清武　宗一郎 2問 11/28(木) 12/9(月) 12/19(木)
8 商法2 村田　望 2問 12/16(月) 12/26(木)
9 民訴1 古海　健一 2問 12/12(木) 12/23(月) 1/9(木)
10 民訴2 海宝　三敬 2問 1/6(月) 1/16(木)
11 刑法1 西口　竜司 2問 12/26(木) 1/13(月) 1/23(木)
12 刑法2 手島　都瑠 2問 1/20(月) 1/30(木)
13 刑訴1 西山　晴基 2問 1/16(木) 1/27(月) 2/6(木)
14 刑訴2 新庄　健二 2問 2/3(月) 2/13(木)

# 科目 担当講師 問題数 解説講義 東京本校 大阪本校 通信Web
Web 答練 答練

日程 時間 日程 時間 発送日 答案提出締切 答案返却日
1 憲法/行政法1 清武　宗一郎 2問 90分 2/9(日) 10:00-12:20 2/8(土) 9:30-11:50 2/6(木) 2/17(月) 2/27(木)
2 憲法/行政法2 新　和章 2問 90分 2/16(日) 10:00-12:20 2/15(土) 9:30-11:50 2/13(木) 2/24(月) 3/6(木)
3 憲法/行政法3 松永　健一 2問 90分 2/23(日) 10:00-12:20 2/22(土) 9:30-11:50 2/20(木) 3/3(月) 3/13(木)
4 民法/商法/民訴1 古海　健一 2問 135分 3/2(日) 9:30-13:00 3/1(土) 9:30-13:00 2/27(木) 3/10(月) 3/20(木)
5 民法/商法/民訴2 清武　宗一郎 2問 135分 3/9(日) 9:30-13:00 3/8(土) 9:30-13:00 3/6(木) 3/17(月) 3/27(木)
6 民法/商法/民訴3 剛力　大 2問 135分 3/16(日) 9:30-13:00 3/15(土) 9:30-13:00 3/13(木) 3/24(月) 4/3(木)
7 刑法/刑訴1 黒根　祥行 2問 90分 3/23(日) 10:00-12:20 3/22(土) 9:30-11:50 3/20(木) 3/31(月) 4/10(木)
8 刑法/刑訴2 清武　宗一郎 2問 90分 3/30(日) 10:00-12:20 3/29(土) 9:30-11:50 3/27(木) 4/7(月) 4/17(木)
9 刑法/刑訴3 高橋　芳彦 2問 90分 4/6(日) 10:00-12:20 4/5(土) 9:30-11:50 4/3(木) 4/14(月) 4/24(木)
10 民実/刑実1 古海　健一 2問 90分 4/13(日) 10:00-13:00 4/12(土) 9:30-12:30 4/10(木) 4/21(月) 5/1(木)
11 民実/刑実2 黒根　祥行 2問 90分 4/20(日) 10:00-13:00 4/19(土) 9:30-12:30 4/17(木) 4/28(月) 5/8(木)

2025.3 月スタート／ 4月スタートの日程もあります！

2025.1 月スタート／ 2月スタートの
日程もあります！

スケジュールの詳細は、専用パンフレットまたは
HPをご覧ください！

スケジュールの詳細は、専用パンフレットまたはHPをご覧ください！

辰巳の答練はもちろん論点知識も問われますが、それ以上に
三段論法がしっかりできているかかりできているか、条文引
用が丁寧か、基本的な知識理解が正確か、等の基本的な点を
問うてきます。事実、このような点が裁量点として、10点分
配点されており、決して論点主義的な答練ではないことが分
かります。本番でも評価されるのはこうした基本的な点がで
きている答案です。スタ論はそのような基礎力養成にうって
つけの機会であると思います。

受講生の声

合格後も安心！予備試験合格者
への柔軟なサポート体制
今年の予備試験に見事合格されていた場
合、司法試験講座への振替や返金対応で、
次のステップをスムーズに応援！

※詳細はHPをご覧下さい→



予備試験スタンダード論文答練 予備試験スタンダード論文答練

◆予備スタ論講座仕様
◇

◇

実施期間
第1クール：2024年 1 0月～2025年 4月
第 2クール：2025年 2月～ 5月
科目
第1クール：憲法・民法・刑法・商法・民訴・

刑訴・行政
　第2クール：憲法・民法・刑法・商法・民訴・

刑訴・行政・
民実・刑実

◇回数 /問数
第1クール：全14回・28問
第 2クール：全11回・25問

◇配布資料
①問題
②解説＆解答例
③答案用紙
◇添削・採点
添削有・成績表なし
◇答案提出方法
紙提出→紙返却
Web提出→Web返却
◇Webサービス
受講者マイページで以下のサービスをご利
用頂けます

①資料閲覧
・問題
・解説＆解答例
②答案提出
③答案返却
④解説講義視聴（通学部の方のみ）
※通信部の方は講義はWebスクールで受講

●プラン A（通学＆通信）
10月から週 1 回。無理なく「答案の
書き方」が身につきます。
★こんな方にオススメ
週 1回無理なく答案を書きたい方
答練をペースメーカーに学習したい方
学業・仕事が忙しい方

●プラン B（通学＆通信）

論文発表後から週 2回。一気呵成に「答
案の書き方」を磨き上げます。
★こんな方にオススメ
週 2回集中して答案を書きたい方
答練をペースメーカーに学習したい方

●プラン C（通信のみ）

定期試験後の学生受験生に最適。Web
受講で移動時間をカット。短期集中で
「答案の書き方」を身に付けます。
★こんな方にオススメ
学部試験終了後に一気に答案を書きた
い学部・LS に在学中の方
答練をペースメーカーに学習したい方

【第 1 クール・第 2 クール　一括申込特典】

各クール終了後に１回・合計 2回の「音
声個別指導」を行います。あなたが提
出した答案に対し、添削者は、音声で、
あなた専用のアドバイスを送ります。
音声は、紙面よりも、よりリアルにニュ
アンスを伝えることが可能です。「答練
で、受験生を、合格者に。」のコンセプ
トの元、辰已は本気であなたの合格に
向き合います。

プランＡ プランＢ プランＣ

10�月

11月

12 月

1月
2025

2 月

3月

4月

5月

6月

予備試験・総択（総合択一模試）

予備スタ論
第１クール

個別指導

予備スタ論
第 2クール

個別指導個別指導

週1

週 1

予備スタ論
第１クール

個別指導

個別指導

予備スタ論
第 2クール

週2

週 2

予備スタ論
第１クール

個別指導

予備スタ論
第 2クール

個別指導

週2

週 2

学習プランのご紹介

予備スタ論がこだわる『４つの特徴』～答練で、受験生を、合格者に。～

特徴 1　 答案の書き方ボイスレビュー
ー声にのせる成功の秘訣

NEW
音声個別指導

特徴 2　 予備試験上位合格者の実戦的な答案

特徴 3　 採点は答練の肝！ 詳細で信頼できる採点基準

「書き直し」こそ、最強の論文学習法
「書き直し」は自分の答案に対す他者の評価を受け止め、修正することで、「答案の書き方」を飛躍的に向上させます。さらに、個
別指導を受けることで、その効果は倍増します。スタ論をフル活用して、合格をつかみ取って下さい。

真似したくなる。合格者答案。
予備スタ論は複数の答案例を提示しています。必要な要素
を盛り込んだ「完全解」はもちろん、予備試験上位合格者
が書いた「実戦答案」を提示します。時間内に合格者がま
とめ上げた答案には真似すべきポイントが満載です。規範
とあてはめ・評価のバランスもぜひ盗んで下さい。

アバウトでは、「基準」とはいえません。
採点基準は、詳細なものをご用意しています。詳細でなけ
れば、どこを改善すれば良いのかがわからず、答案の書き
方の向上に繋がらないからです。
また、裁量点の多い採点基準は、添削者ごとに評価がブレ
てしまい、もはや「基準」とは言えません。辰已は、信頼
できる基準であなたの答案を正しく評価します。

特徴 4　 丁寧な添削指導
添削は、最も身近な個別指導です。
辰已は、添削はあなたの実力を伸ばすための個別指導だと
考えています。添削者はもちろん司法試験を突破した合格
者のみ。答案用紙はもちろん、添削者は採点をする採点シー
トにもコメントを付し、次回の答練に繋がるようなアドバ
イスを心掛けています。添削の赤文字は、あなたの答案改
善に必ず役立つヒントの宝庫です。

予備試験スタンダード論文答練（第２クール） 憲法・行政法１ 憲法 
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予備試験本試験 予備試験スタンダード論文答練（第２クール） 

最終合格者答案 憲法・行政法１ 憲法 

※本答案は、予備試験合格者が受講生と同じ条件で作成したものであり、完全解ではありません。 

Memo

第１ Ｘの立場から憲法に基づく主張 
１ 無罪判決が確定した後も、警察庁において本件データを保持し続けている
ことは、ＸのＤＮＡ型を取得後に利用されない自由を侵害し、憲法１３条に
違反すると主張する（以下「憲法」は省略する。）。 
１３条の保障根拠は、私生活への介入の排除により個人の私生活領域を保

護することにあるから、ＤＮＡという個人識別情報を利用されない自由も、
プライバシー権の一内容として保障される。そのため、上記自由も同条によ
り保障される。 

２ 無罪判決を受けて同判決が確定した後、Ｘは、国に対して、本件データの
抹消を求めたが、拒否されており、今後も捜査機関によってＸのＤＮＡ型が
利用されるおそれがあることから上記自由に対する制約が認められる。 

３⑴ ここで、当該制約が「公共の福祉」として正当化されないか問題となる
（１３条後段）。 

⑵ 本件で問題となっているのは、犯罪捜査過程で収集された口腔内細胞の
ＤＮＡ型であるから秘匿性が高いプライバシー固有情報であるといえる。
また、無罪判決が確定した後においても半永久的に犯罪捜査データベース
に保存・利用される点で制約は強度といえる。
したがって、目的が必要不可欠で、手段が目的との関係で必要最小限度

といえる場合に合憲となると解する。
⑶ア．本件規制の目的は、犯罪捜査に資するという目的であるが、当該目的

はあらゆる捜査手法に妥当するものであるからこれだけを理由として必
要不可欠性は認められない。 

イ．また、すでに無罪が確定している場合には、犯人でないことが確定す
るのであるから、これ以上、本件データを保持する理由がなく目的との
関係で関連性が認められない。
仮に、関連性が認められるとしても、警察庁側は、Ｘに余罪や再犯の

可能性を認めるのは困難であったにもかかわらず、Ｘとの関係で本件デ
ータを保管すべき具体的な必要性は示さないまま削除請求を拒んでおり、
本件データの保存という手段の必要性も認められない。 
したがって、手段が目的との関係で必要最小限度とはいえない。

⑷ よって、当該制約は正当化されない。 
４ 以上より、捜査機関がＸの本件データを保持し続けることは、１３条に反
し違憲である。 

第２ 想定される反論・あなた自身の見解 
１ 保障
⑴ 反論

データの保持のみでは私生活に介入しているとはいえないことから、Ｘ
のＤＮＡ型を取得後に利用されない自由は１３条により保障されないと反
論することが考えられる。

⑵ 私見
Ｘの主張する１３条の保障根拠からすれば、１３条によりみだりにその

容貌・姿態等を撮影されない自由が保障されている（京都府学連事件）。Ｄ
ＮＡ型がＤＮＡ資料とは異なり、あくまで人を識別するための限られた情
報としてのデータであることからすれば、容貌・姿態と同様に、みだりに
ＤＮＡ型を採取されない自由が１３条により保障されるといえる。そして、
ＤＮＡ型はデータベース化して検索にかけることで初めて意義を発揮する
ことに照らせば、ＤＮＡ型を取得後に利用されない自由まで１３条により
保障されるといえる。

２ 制約
⑴ 反論

警察庁側としては、適法に取得されたＤＮＡ型がデータベース化され、
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２０２３予備試験スタンダード論文答練（第１クール） 

第１回（憲法１）第１問 採点・添削シート 
受験番号         
答案作成者          様 

添削担当          印 

 

本「採点・添削シート」は司法試験仕様の詳細なものとなっております。 

辰已の司法試験対策答練であるスタンダード論文答練と同様の仕様となっております。 

配 点 あなた
の得点 

第１ 営利的言論の自由について 

 
 

 １ 問題となる人権の指摘 ・本法案が、酒類事業者の広告等を行う自由（営利的言論の自由）を制約することの

指摘 

1 
 

 ２ 本法案の憲法適合性 

 
 

  ⑴ 保障 
・営利的言論の自由が保障される根拠について論じていること 1 

 

  ⑵ 制約の存在 

1 

  ⑶ 違憲審査基準の定立 ・営利的言論の自由の性質を考慮しながら、審査基準を整合的に定立しているこ

と 

5 

 ３ 具体的検討 

 

  ⑴ 立法目的の検討 

 
 

   ア 本法案の立法目的を指摘していること 

1 

   イ 自ら定立した審査基準に即した立法目的の評価ができていること 
1 

 
⑵ 手段の検討    ア 本法案の是正命令という手段を指摘していること 

1 

   イ 自ら定立した審査基準に即した手段の評価ができていること 

2 

   ウ 手段を評価するに際して、立法目的達成のために政府が採りうる手段とし

て、是正命令以外にも代替手段があることの指摘 
2 

   エ アルコール含有量の多さを強調することは刺激的・煽情的であることの指摘 1 

   オ 広告の内容が虚偽又は誇大なものでない限り消費者の知る権利を充足させ

ることの指摘 

2 

 ４ 結論 
・本問の具体的検討を踏まえて、整合的に結論を示していること 1

第２ 営業の自由について  １ 問題となる人権の指摘 ・本法案が、酒類事業者の営業の自由を制約することの指摘 
1

 ２ ⑴ 保障 
・憲法２２条１項において、営業の自由も保障されることの指摘 1

⑵ 制約の存在 

1

⑶ 違憲審査基準の定立 ア 免許取消処分という制約の性質に即した審査基準を定立していること 
1

イ 小売市場事件判決（最大判昭４７．１１．２２・刑集２６－９－５８６）に

触れていること 

1

ウ 薬事法違憲判決（最大判昭５０．４．３０・民集２９－４－５７２）に触れ

ていること 

1

総合得点 
点 
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基基本本配配点点分分  

点点／／４４００点点  

加加点点評評価価点点 
論述の流れがよいものや，条文を丁寧に挙げているもの，文字が読みやすいなど，採点をするにあ

たり特に評価すべき点が認められ，印象のよい答案であれば，５点を上限として加点します。

点点／／  ５５点点  
基基礎礎力力評評価価点点  
本項目は，「新司法試験考査委員会議申合せ事項」（平成２１年１月２１日）に掲載されている事

項です。  

点点／／  ５５点点  

 

事例解析能力 

0 1 

論理的思考力 

0 1 

法解釈・適用能力 

0 1 

全体的な論理的構成力 

0 1 

文章表現力 

0 1 総総  合合  得得  点点  

点点／／５５００点点  

 

 

 




